医療救護班における看護師の活動の実態と課題　新潟県中越地震に医療救護班として派遣された看護師への調査から by 水島 ゆかり & 林 一美
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 近隣に位置する I 県においても，新潟県の要請
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 回答が得られた看護師は 27 名で回収率は
77.1％であった． 
 
３．１ 対象者の背景（表 1） 
 対象者となった看護師は，男性 3 名（11.1％），












害）がある者は 3 名（11.1％）のみであった． 
 
表1 対象者の背景  n=27 
  平均値またはn（％）
 性別  
  男性 3（ 11.1）
  女性 24（ 88.9）
 年齢（平均±SD） 
   42.2±8.7歳
 看護師経験年数（平均±SD） 
   18.9±8.1年
 所属科  
  内科系病棟 7（ 25.9）
  外科系病棟 4（ 14.8）
 救急部・集中治療室 4（ 14.8）
  その他 12（ 44.5）
 役職の有無  
 あり（看護師長等） 10（ 37.0）
 所属する病院の種類 
  災害拠点病院 14（ 51.9）
 災害拠点病院以外 11（ 40.7）
  無回答 2（  7.4）
 災害看護基礎教育の有無 
  受けた 2（  7.4）
  受けなかった 24（ 88.9）
  わからない 1（  3.7）
 災害看護経験の有無 
  あり 3（ 11.1）
３．２ 医療救護班としての活動 
 対象者が医療救護班として派遣された時期は，







水道 56.0％であった．（表 2） 
 医療救護班スタッフの人数は 3～6 名，平均 4.7
±1.0 名で，看護師以外に派遣された職種は医師
27 名（100％），事務職員 21 名（77.8％），運転











































わからない 1（  3.7）
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 医療救護班は，巡回または外来にて活動を行っ
ており，55.6％は両方の体制をとっていた．医療
救護班の 1 日の活動時間は，10 時間未満 5 名
（18.5％），10～15 時間 15 名（55.6％）で，7 名
（25.9％）は 15 時間以上活動していた．必要物
品および活動記録は，持参した物も含めるとそれ
ぞれ 74.1％および 92.6％整備されていた．（表 4） 
 医療救護班が対応した患者は，1 日平均 10 人未
満 7 名（25.9％），10～19 人 5 名(18.5％)，20～
29 人 6 名（22.2％），30 人以上 7 名（25.9％）で
あった．対応した患者の健康問題は，上気道感染
と不眠がそれぞれ 23 名（85.2％），次いで既往症
悪化 17 名（63.0％），排便障害 13 名（48.1％），









表4 医療救護班としての活動状況 n=27 
   n（％）
 活動体制  
  巡回+外来 15（ 55.6）
  巡回 8（ 29.6）
  外来 2（  7.4）
  その他 2（  7.4）
 1日の活動時間  
  10時間未満 5（ 18.5）
  10～15時間 15（ 55.6）
  15時間以上 7（ 25.9）
 必要物品の整備状況 
  整備されていた 20（ 74.1）
 活動記録の準備状況 
  準備されていた 25（ 92.6）
 
表5 医療救護班が対応した患者の状況 n=27 
   n（％）
 1日平均患者数  
  10人未満 7（ 25.9）
  10～19人 5（ 18.5）
  20～29人 6（ 22.2）
  30人以上 7（ 25.9）
  無回答 2（  7.4）
 患者の健康問題（複数回答） 
  上気道感染 23（ 85.2）
  不眠 23（ 85.2）
  既往症悪化 17（ 63.0）
  排便障害 13（ 48.1）
  胃腸症状 11（ 40.7）
  抑うつ神経症 6（ 22.2）
  外傷 5（ 18.5）
  うつ病 5（ 18.5）
  心臓神経症 4（ 14.8）
  皮膚疾患 4（ 14.8）
  消化器潰瘍 2（  7.4）



















































無回答 1（  3.7）
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その他の困難 ＊不定期な余震（1）  
 
表9 医療救護班に参加しての感想・希望 n=27 
   n（％）
 参加しての感想  
  よかった 26（ 96.3）
  よくなかった 0（  0.0）
  わからない 1（  3.7）
 参加希望  
  参加したい 21（ 77.8）
  参加したくない 0（  0.0）
















表10 医療救護班派遣のための備え n=27 
病院の備え 看護師の備え
備えの必要性  
必要 25（ 92.6） 19（ 70.4）
不必要 0（  0.0） 0（  0.0）
わからない 2（  7.4） 7（ 25.9）
無回答  1（  3.7）
今回の備えの可否  
十分 8（ 29.6） 8（ 29.6）
不十分 13（ 48.1） 12（ 44.4）
わからない 6（ 22.2） 6（ 22.2）
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表11 医療救護班派遣のために病院および看護師として備える必要があることおよび不十分であった内容 
（ ）は回答数 
病院としての備え 看護師としての備え 必要がある備え 
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The Care and Issues of Nurses in Medical Rescue Team 
-From a Survey of Nurses Sent as a Medical Rescue Team to  
the Niigata Chuetsu Earthquake- 
 
Yukari MIZUSHIMA, Kazumi HAYASHI 
 
Abstract 
 The survey targeted nurses dispatched to the quake damage area as a “Medical Rescue Team” 
from I Prefecture.  It aims to gain an understanding of the true state of the care provided.  The 
“Medical Rescue Team” nurses treated victims on an outpatient basis for an average of between 2.4 
to 3.6 days in shelters around Nagaoka city.  The majority of patients suffered from a chronic 
disease.  The care of the patients focused on assistance with medical treatment, mental care, and 
personal situation assessment.  “Medical Rescue Team” nurses carried out their duties while at the 
same time experiencing difficulties with regard to practical care, personal feelings of the staff, and 
their communication and reporting systems.  70-90% of the nurses recognize that it is necessary for 
public hospitals and nursing staff to prepare measures for when “Medical Rescue Teams” are sent to 
deal with disasters.  The critical issues for public hospitals and nursing staff who are likely to be 
dealing with disasters as a “Medical Rescue Team” are to organize for emergencies and enhance 
current educational and training systems for the team. 
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